
        

        

  

可 決 事 項 等
で
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
組
織
 

化
の
た
め
に
各
地
区
単
位
で
調
査
 

し
適
切
な
指
導
を
す
る
。
転
作
で
 

金
木
地
区
が
団
地
化
が
な
さ
れ
て
 

い
な
い
こ
と
か
ら
、
夏
ま
で
に
計
 

画
を
立
て
て
来
年
度
か
ら
団
地
化
 

を
実
施
し
補
助
金
の
増
額
を
進
め
 

て
い
く
。
」
 
「特
産
品
に

つ
い
て
、
 

今
年
度
に
計
画
を
立
て
て
十
四
年
 

度
で
試
作
品
を

つ
く
り
、
十
大
年
 

度
に
完
成
さ
せ
企
業
と
し

て
販
売
 

で
き
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
る
事
 

業
を
進
め
て
い
る
。
観
光
農
園
に
 

つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
 

い
な
い
が
要
望
が
あ
れ
ば
支
援
し
 

へ
 

て
い
き
た
い
。」
 

桑
田
茂
議
員
 

「
駅
前
開
発
と
は
道
路
を
含
め
 

た
総
合
的
な
開
発
な
の
か
。
財
源
 

は
ど
こ
か
ら
持
っ
て
く
る
の
か
。
」
 

「職
員
採
用
試
験
に

つ
い
て
知
り
 

た
い
。」
「
扉
風
山
内
真
部
線
の
通
 

年
通
行
に
つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
 

の
か
。」
「
除
排
雪
に
つ
い
て
現
在
 

は
ど
の
よ
う
な
進
捗
率
な
っ
て
い
 

る
の
か
。」
 
「三
月
に
三
名
の
教
育
 

委
員
の
任
期
が
切
れ
る
が
、
特
例
 

で
五
、
六
月
ご

ろ
に
で
き
な
い
 

か
。」
「
北
勝
岩
後
援
会
の
発
起
人
 

選
考
基
準
を
知
り
た
い
。」
 

鳴
海
町
長
 

「財
源
は
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
 

事
業
推
進
特
別
対
策
事
業
の
利
用
 

を
考
え
て
い
る
の
で
、
委
員
会
と
 

と
も
に
陳
情
を
繰
り
返
し
て
い
き
 

た
い
。
駅
前
開
発
は
駅
舎
を
先
に
 

計
画
し
、
よ
い
補
助
率
の
事
業
が
 

あ
れ
ば
金
木
高
校
ま
で
の
真
っ
す
 

ぐ
な
道
路
と
扉
風
山
内
真
部
線
ま
 

で
の
道
路
を
設
置
し
た
い
と
い
う
 

考
え
を
持
っ
て
い
る
。」
「
観
光
客
 

を
呼
ぶ
た
め
に
も
扉
風
山
内
真
部
 

線
の
通
年
通
行
が
望
ま
し
く
、
近
 

隣
町
村
か
ら
の
声
も
あ
り
ま
す
の
 

で
政
治
力
の
結
集
を
図
り
な
が
ら
 

(
 

通
年
通
行
で
き
る
ょ
う
努
力
す
 

る
。」
「
後
援
会
発
起
人
の
選
考
基
 

準
は
、
関
取
が
嘉
瀬
出
身
な
の
で
 

嘉
瀬
を
中
心
に
考
え
な
が
ら
各
地
 

区
の
相
撲
愛
好
会
の
会
長
、
隣
近
 

所
、
親
戚
な
ど
か
ら
の
人
選
と
至
 

っ
た
。」
 

総
務
課
長
 

「
一
次
試
験
の
受
験
者
は

申
込
 

者
十
八
名
全
員
が
受
験
、
そ
の
う
 

ち
半
分
九
名
に
対
し
て
二
次
試
験
 

の
案
内
を
出
し
た
が
う
ち
一
名
が
 

欠
席
し
て
八
名
が
受
験
、
そ
の
結
 

果
、

一
次
試
験
と
二
次
試
験
の
合
 

計
総
合
得
点
で
上
位
三
名
に
対
し
 

て
採
用
通
知
書
を
二
十
五
日
付
で
 

発
送
し
た
。」
 

建
設
課
長
 

「
除
排
雪
の
進
捗
状
況
は
、
三
 

月
五
日
現
在
で
全
体
の
八
十
四
％
 

に
な
っ
て
い
る
。」
 

教
育
次
長
 

「
教
育
委
員
の
任
期
満
了
か
ら
 

約
一
、
ニ
カ
月
間
の
暫
定
継
続
委
 

員
長
の
可
能
性
に
つ
い
て
県
に
か
 

確
認
し
た
と
こ
ろ
教
育
委
員
の
任
 

期
は
四
年
で
あ
り
例
外
は
な
い
と
 

の
こ
と
で
す
。」
 

    

【議案第1 号】平成13年度金木町一般会計補正予算（第8号）案 

【議案第2号】平成13年度金木町介護保険特別会計補正予算（第 
4号）案 

【議案第3号】平成13年度金木町水道事業会計補正予算（第5号） 
案 

【議案第4号】平成13年度金木町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第4 号）案 

【議案第5号】平成14年度金木町一般会計予算案 

【議案第6号】平成14年度金木町介護保険特別会計予算案 

【議案第7号】平成14年度金木町国民健康保険特別会計（事業勘
定）予算案 

【議案第8号】平成14年度金木町老人保健特別会計予算案 

【議案第9号】平成14年度金木町水道事業会計予算案 

【議案第10号】平成14年度金木町農業集落排水事業特別会計予算
案 

【議案第11号】金木町道路占用料徴収条例案 

【議案第12号】金木町課設置条例のー部を改正する条例案 

【議案第13号】金木町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部を改正する条例案 

【議案第14号】金木町職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例案 

【議案第15号】金木町特別職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例案 

【議案第16号】金木町教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に
関する条例の一部を改正する条例案 

【議案第17号】金木町職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例案 

【議案第18号】金木町税条例の一部を改正する条例案 

【議案第19号】金木町職員の特殊勤務手当支給条例の一部を改正
する条例案 

【議案第20号】財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の・
部を改正する条例案 

【議案第21号】金木町手数料徴収条例の一部を改正する条例案 

【議案第22号】金木町霊園条例の一部を改正する条例案 

【議案第23号】青森県市町村職員退職手当等組合規約の一部を改
正する規約案 

【議案第24号】金木町教育委員会委員の任命の件 

【議案第25号】金木町教育委員会委員の任命の件 

【議案第26号】金木町教育委員会委員の任命の件 

【議案第27号】金木町固定資産評価審査委員会委員の選任の件 

【報告第1号】平成14年度金木町土地開発公社事業計画の提出の
件 

【報告第 2号】専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件 
（平成13年度金木町一般会計補正予算（第7号）) 

【発議第 1号】緊急地域雇用特別交付金事業の改善・継続を求め
る意見書案 

【発議第2号】狂牛病に対する万全な安全対策と感染防止対策な
らびにセーフガード（緊急輸入制限措置）の発動な
ど、食の安全と農業を守るための緊急対策を求め
る意見書案 

【発議第3号】私学助成拡充を求める意見書案 
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(7）広報かなぎ 



子育て応製Jにち局子白てヌ 
子育てメイトは子育てしているお母さんや家族が地域で健やかに子供を生み育てられるよう、子

育ての悩みや不安について相談に応じたり、子育てに関する情報を提供したりする活動をしていま

す。 

地域でともに支え合っていけるような身近な存在であり、嬉しいことも悩みも共感できる仲間と

して子育てのお手伝いをしています。普段は主に、保育所・幼稚園に通っていない乳幼児の家庭を

訪問していますので、気軽に話しかけてください。 

また、子育てメイトは青森県が、子育て経験豊かな方々3, 000人を「青森県子育てメイト」とし

て委嘱しており、知り得た秘密は必ず守りますので一人で悩みを抱えこまず何でも話してくださいC 

.. .. *. ,.a. .. 町の子育てメイト17名を紹介します 0. 4 苧 I' 
◆金木地区 12名 

番号 氏 	名 担当地区（町内名） 

1 西沢トモエ 本町・栄町・田町・南新町 

2 角田 和子 
山道町・美晴町・昭和町 

3 秋谷 弘子 

4 吉田 紀子 大東ケ丘 

5 川ロ 昭子 旭ケ丘団地・金木団地・ 

6 竹内 秀子 第 2 金木団地 

7 小林 良子 朝日町・神明町‘北新町 

8 角田 妙子 寺町・浦町・芦野町 

9 小野 昌子 若松町・芦野団地・見崎町 

10 原 	慶子 
新富町・小川町・川端町・
米町・三軒町 

11 福士 静子 沢部・蒔田・神原 

12 菊池テイ子 川倉・藤枝全域 

◆嘉瀬地区 3名 

番号 氏 	名 担当地区（町内名） 

13 松川 君代 
上中柏木・下中柏木・東町
雲雀野団地・上小栗崎・中
小栗崎・下小栗崎 

14 原田 久子 
本町・車町・冷水・畑中・後 
町・上古町・下古町・新誠町 
上鍛冶町・下鍛冶町・新堤町 

15 吉崎 礼子 
上派立・中派立・下派立・上
新町・下新町・上昭和町・下
昭和町 

◆喜良市地区 2名 

番号 氏 	名 担当地区（町内名） 

16 古川 亮子 
更生部落‘西岩見町・東岩
見町・林町・野崎・上派立
下派立 

17 中村まり子 
川端町・下町一上柏木・下柏
木・南本町・北本町・双葉町 

＊問い合わせ先 金木町役場健康福祉課（保健センター）公53-2 1 11（内線248) 

国
民
年
金
情
報
 

辱
金
の認
況
層
与
い
て

お
卿
あ
世
レま
ず
 

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
か

ら
、
誕
生
月
に
毎
年
提
出
し
て
い

た
だ
く
届
の
こ
と
を
現
況
届
と
い

い
ま
す
。
 

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
 

そ
の
た
め
、
現
況
届
の
提
出
が

遅
れ
た
場
合
に
は
、
決
め
ら
れ
た

日
に
年
金
を
受
け
取
れ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
誕
生
月

の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
へ
到
着
す
る
よ
う
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
年
金
を
受
給
す
る
よ
う

に
な
っ
て
最
初
の
誕
生
月
に
は
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
届
出
用
紙
は
、
誕
生
月

の
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
 

裏
面
の
留
意
事
項
を
よ
く
ご
ら
ん

に
な
っ
て
か
ら
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
も
し
も
、
送
付
さ
れ
な
か
っ

た
と
き
に
は
、
社
会
保
険
事
務
所

や
町
の
国
民
年
金
担
当
課
に
も
備

え
て
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

広報かなぎ（8) 



凧をとおして国際交流 
4 月30日、オートキャンプ場で金木津軽凧の会主

催の2002年国際交流凧フェスティバルが雨の中開催

されました。 
この日訪れたのは、日本の凧の会津軽カイト支部

が招待したアメリカのカイトインドアスタイル世界
一のカーティス・ミッシェルさんやスウェーデンの

カイトマスターたち。 

あいにくの雨のため 2--3台の凧しかあげれませ
んでしたが、交流会で津軽凧の会々員と構造などに
ついて意見を交わして交流を深めていました。 

葦がや雪囲いを寄贈 
金木町老人クラブ連合会嘉瀬支部が 5月 7日、葦が

やで作った雪囲い15東と清掃用のタオルを嘉瀬小学校
へ寄贈しました。 

嘉瀬支部では毎年、小学校前庭の雪囲いを行ってい

るが、この囲いが古くて使えないため、昨年の秋に刈
り取った葦がやを支部会員12人が農閑期に編み上げた

ものです。 
寄贈された葦がや雪囲いを前に封馬橿校長は 「おお

いに助かっています。またこの作り方を子どもたちに
伝えていきたい」と話していました。 

展示航空機を清掃 
桜まつりに向け、芦野公園子どもランドに設置して

あるT一 2展示航空機の清掃作業が 4月25日、金木町

自衛隊協力会（会長＝沢田茂）の会員により行われま

した。 

桜まつりに訪れる観光客や子どもたちに、きれいに

なった航空機を見てもらおうと毎年行っているもので、 

今年は雨と強風の中15人の会員がはしごを使って機体

の汚れを落とし、周辺のゴミ拾いや草取り、案内板を

みがいて桜まつりに備えました。 

ま ち の で き こ 

春の地域安全運動 
4 月21日から 5 月20日までの 1カ月間実施される 

「春の地域安全運動」の総決起大会が 4月19日、役場前

の駐車場で金木・中里・市浦・小泊の関係者約200人が

参加して行われました。 

大会では、金木地区防犯指導隊武田婦人部長の三上

ひづるさんが決意表明を発表し、参加者全員で地域安

全活動に積極的に協力することを誓いました。 

この後、参加者全員でパレードを行い町民に防犯チ

ラシと花の種を配布し地域安全を呼びかけました。 

(9）広報かなぎ 

と 



の
文
学
の
魅

力
⑩

織
 

め
 

、
ーノ 

…
 

1
 

〈

、
、
、
 

・
一
 
一
宰を
し
の
ぶ

・
そ
 

欝

徐
と
 

縛
鯵
長

纏
 

あ
と
二
回
、
な
に
か
複
雑
な
思
い

が
あ
る
。
基
本
的
な
こ
と
は
紹
介
し

た
が
、
太
宰
治
の
足
元
に
さ
わ
っ
た

程
度
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
そ
れ
ほ
ど
奥
が
深
い
の

で
あ
る
。
 

昨
年
、
太
宰
直
筆
「
花
」
 
の
詩
が

発
見
さ
れ

「太
宰
と
花
』
を
五
回
連

載
し
た
。
そ
の
研
究
は
深
ま
っ
た
が

予
定
外
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
太

宰
治
の
 
「生
家
」
 
につ
い
て
は
不
十

分
で
「
離
れ

・
蔵
・
塀
・
屋
敷
」
等

に
つ
い
て
は
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
。
 

ま
た
、
疎
開
時
の
太
宰
治
の
動
向
や

そ
の
作
品
、
太
宰
文
学
へ
の
諸
外
国

の
反
応
・
評
価
に
つ
い
て
も
紹
介
し

た
か
っ
た
。
 

来
月
の
五
十
回
で
一
区
切
り
と
す

る
が
、
「太
宰
を
し
の
ぶ
」
五
十
一
回

目
か
ら
は
、
「太
宰
を
知
る
会
」
と
太

宰
会
『
会
報
』
に
継
続
し
て
い
く
予

定
な
の
で
ご
了
承
願
い
た
い
。
 

山
内
先
生
か

ら
の
激
励
 

太
宰
治
研
究
で
は
第
一
人者
と
言
わ

れ
る
、
前
神
戸
女
子
学
院
大
学
学
長

で
、
現
神
戸
海
星
女
子
学
院
大
学
の

学
長
を
務
め
て
い
る
山
内
群
史
先
生

に
は
、
平
成
十
年
こ
ろ
か
ら
、「文
集
 

『新
樹
』
」
と
「
会誌
「
馬
禿
」
」
を通

し
て
、
ご
親
交
と
ご
助
言
を
賜
っ
て
 
 

き
て
い
る
。
今
回
は
、
山
内
先
生
の

書
簡
か
ら
抜
粋
し
、
激
励
と
本
稿
に

対
す
る
意
義
づ
け
を
紹
介
す
る
。
（
全

文
は
「
馬
禿
」
四
集
）
 

m
興
味
深
く
拝
読
 

「太
宰
文
集
『
新
樹
』」
各
号
を
拝

受
、
ご
厚
情
に
こ
こ
ろ
よ
り
お
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
『新
樹
』
は
興
味
深

く
拝
読
し
て
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

i
ま
た
貴
重
な
資
料
と
し
て
た
い
せ

つ
に
保
存
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
…
ま
た
、
会
誌
「
馬
禿
』
第

三
集
、
「陸
奥
新
報
」
の
「
太
宰
治
直

筆
の
詩
」
紹
介
の
記
事
複
写
、
「広
報

か
な
ぎ
」
第
四
二
一
号
及
び
 「太
宰

治
生
誕
祭
」
案
内
な
ど
多
数
ご
送
付

く
だ
さ
い
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。…
い
ず
れ
も
興
味
ぶ
か

く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

と
く
に
、
ご
稿
「
太
宰
治
を
し
の
ぶ
」
 

の
ご
連
載
は
あ
り
が
た
い
で
す
。
た

と
え
ば

『雀
こ
』
末
尾
の
タ
キ
の
こ

と
ば
 「
マ
ロ
サ
マ
の
愛
ごこ
や
、
わ

の
こ
こ
ろ
知
ら
ず
て
。
お
念
仏
ば
が

く
さ
い
ぢ
や
よ
」
 
の
津
軽
弁の
意
味

が
、
津
軽
弁
を
知
ら
な
い
私
に
と
っ

て
は
、
ど
う
解
釈
す
べ
き
も
の
か
判

ら
ず
困
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
稿
拝

読
し
て
や
っ
と
判
っ
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
て
い
ま
す
。
 

②
た
い

せ
つ
な
文
献
 

ま
た
、
「馬
禿
」
に
掲
載
さ
れ
た
新

聞
や
「
会
報
」
 
の
複
写も
あ
り
が
た

く
存
じ
ま
し
た
。
広
報
「
か
な
ぎ
」
 

の
 
「太
宰
を
し
の
ぶ
、
そ
の
文
学
の

魅
力
」
 
三七
号
、
四
五
号
の
ご
稿
に

感
服
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

「文
集
「
新
樹
」
」
と
「会
報
『
馬

禿
」
」
とは
、
太
宰
治
研
究
に
と
っ
て

た
い
せ
つ
な
文
献
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
と
く
に
 
『馬
禿
』
の
諸
稿

は
貴
重
と
存
じ
ま
す
。
『馬
禿
」
第

一
二
一
集
、『新
樹
』
第
五
・
七
号
・

金
木
町
太
宰
会
「
会
報
」
 
二
十一
一

号
・
二
十
三
号
・
「広
報
か
な
ぎ
」
四

三
〇
号
・
「第
七
十
八
回
太
宰
を
知
る

会
」
な
ど
も
同
封
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
 

ご
配
慮
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
感
想

を
左
に
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
 

⑧
「
太宰
を
し
の
ぶ
」の
意
義
 

『馬
禿
』
第
一
集
所掲
の
「
太
宰

を
し
の
ぶ
⑨
」
『魚
服
記
の
舞
台
』
で

紹
介
さ
れ
た
 
「馬
禿
山
の
モ
デ
ル
」
 

や
「
滝
の
モ
デ
ル
」
 
に関
す
る
考
証

は
、
貴
重
と
存
じ
ま
し
た
。
花
田
俊

典
氏
も
「
太
宰
治
の
レ
ク
チ
ュ
ー
ル
』
 

（
双方
社
）
で
、
お
考
え
に
従
っ
た
説

を
採
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
地

元
の
方
に
よ
る
ご
指
摘
で
あ
る
だ
け
 
 

に
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
あ
り
が
た

い
こ
と
に
存
じ
ま
す
。
 

ま
た
、
「太
宰
を
し
の
ぶ
」
 
のう
ち

の
 
「太
宰
と
そ
の
文
学
の
魅
力
」
の
 

『雀
っ
こ
』
 
につ
い
て
の
ご
論
究
も
、
 

貴
重
な
示
唆
を
与
え
ら
れ
る
も
の
と

存
じ
ま
し
た
。
津
軽
弁
に
関
し
て
無
 

魂
巽
戸舞
い
キ」』
」
」
 

ろ
知
ら
ず
て
、
お
念
仏
。
あ
は
れ
、
 

ば
が
く
さ
い
ぢ
や
よ
。」
 
の
意味
、
と

く
に
 
「愛
ご
こ
や
」
 の
意
味
が
理
解

し
が
た
く
、
多
く
の
方
々
の
解
釈
を

読
ん
で
も
す
っ
き
り
し
な
い
思
い
を

も
ち
続
け
て
い
ま
も
た
。
ご
稿
で
、
 

タ
キ
の
雪
玉
は
、
「愛
ご
憎
い
ー
と
い

う
「
複
雑
な
思
い
を
込
め
た
愛
の
一

投
だ
っ
た
」
と
い
う
解
釈
を
拝
読
し

て
、
や
っ
と
す
っ
き
り
し
叱
偲
い
を

し
て
い
ま
す
。
貴
重
の
ご
示
唆
あ
り

が
た
く
、
今
後
と
も
ご
稿
に
よ
っ
て

種
々
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
た
く
、
 

願
っ
て
い
ま
す
。・

・
・
 

お

一
一
方
の
感

想
 

国
士
館
大
学
講
師
で
あ
る
、
岩
田

恵
子
先
生
は
、
〈
「新
樹
」
七
号
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
れ
も
、
 

こ
れ
も
立
派
で
、
金
木
の
小
学
校

・

中
学
校

‘
高
等
学
校
は
レ
ベ
ル
が
高

い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
高
校
三
年
生

の
文
章
は
、
も
う
大
学
生
レ
ベ
ル
で
、
 

し
っ
か
り
と
作
家
や
作
品
、
そ
し
て

自
分
自
身
の
こ
と
を
客
観
視
す
る
力

が
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
 

『人
間
失
格
』
の
把
握
等
、
難
し
い
の

に
よ
く
読
み
と
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。
 

ま
た
「
太
宰
を
し
の
ぶ
・
そ
の
文
学

の
魅
力
」
も
興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
「
金木
郷
土
史
」
の
こ
と
、
 

面
白
か
っ
た
で
す
。
…
〉
 

〈
鶏
糖
麟
鍵
融
難

し
 

く
、
何
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
急
に
元

気
に
な
り
ま
す
。
浄
化
さ
れ
た
美
し

い
魂
が
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
を
し
め
て
い

る
せ
い
で
し
せ
っ
か
。
私
は
ね
、
心

と
は
万
物
を
愛
で
た
る
た
め
に
、
人

の
み
に
済
ず
か
っ
た
も
の
で
は
な
い

か
と
愚
考
す
る
廷
っ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
心
を
育
ん
で
く
れ
る
太
幸

さ
ん
に
感
謝
し
き
れ
ま
せ
ん
。
太
宰

会
に
も
、
金
木
町
に
も
で
す
。
あ
り

が
た
い
限
り
で
す
。〉
 

「
か
れは
人
を
喜
ば
せ
る
の
が
何

よ
り
も
好
き
で
あ
っ
た
。」
こ
の
精
神

こ
そ
太
宰
治
の
い
う
隣
人
愛
で
あ
り
、
 

愛
ご
憎
い
を
こ
え
て
他
人
の
た
め
に

尽
く
す
と
い
う
奉
仕
が
 「人
間
愛
」
 

へ
の
一
歩
でも
あ
る
。
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(
 

金
木
病
院
力
ル
テ
⑨
 

看
 
護
 
部
 
の
 
紹
 
介
 

看
護
部
長
 
木
村
 
妙

子
 

一
は
じめ
ま
して
 

町
民
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
昨
年

七
月
に
工
藤
ァ
サ
前
総
婦
長
の
後
任

と
し
て
弘
前
大
学
医
学部
付
属
病
院

か
ら
就
任
し
ま
し
た
。
 

冬
は
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
で
し
た
が
、
 

雪
も
解
け
ま
し
た
の
で
早
朝
、
津
軽

平
野
を
北
上
し
爽
ゃ
か
な
気
分
で
通

勤
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
の
冬
は
降雪
も
少
な
く
名
物

の
 
「地
吹
雪
」
は
経
験
でき
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
皆
か
ら
「
恐
ろ
し
い
よ
」
 

と
言
わ
れ
る
と
来
年
の
冬
が
心
配
で

す
。
 

ま
た
、
着
任
当
時
は病
院
前
の
橋

は
工
事
中
で
した
が
、
今
は
立
派
に

な
っ
た
 
「新
金
木
橋
」
か
ら
望
む
雄

大
な
景
色
を
眺
め
、「
来て
よ
か
っ
た
」
 

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
，
 

一
看
護
婦
の
名
称
及
び
職
名
変
更
 

新
聞
や
雑
誌
で
知
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
昨
年
十
二
月
六
日
に
法

律
が
改
正
に
な
り
、
三
月
一
日
か
ら
 

「婦
」
か
ら
「師
」
に
名
称
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
「
看
護
婦
」
 
 

が
 
「看
護
師
」
に
な
っ
た
の
で
す
。
 

で
も
永
年
呼
び
慣
れ
た
「
看
護
婦
」
 

を
「
看
護
師
」
と
は
呼
び
に
く
い
と

思
い
ま
す
の
で
今ま
で
ど
お
り
「
看

護
婦
」
と
呼
ん
で
も
返
事
は
い
た
し

ま
す
の
で
ご安
心
く
だ
さ
い
。
そ
れ

に
伴
い
 
「総
婦
長
」
か
ら
「
看
護
部

長
」
に
職
名
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
 

看
護
婦
が
は
じ
め
て
養
成
さ
れ
た

当
時
は
「
看
護
」
は
女
性
の仕
事
で

し
た
が
、
今
は
 「男
女
共
同
参
画
」
 

の
時
代
で
あ
り
職
業
に
男
女
の
区
別

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の

よ
う
な
背
景
も
加
わ
り
保
助
看
法
の

改
正
に
至
り
ま
し
た
。
 

当
院
で
も
三
月
か
ら
男
性
一
名
を

採
用
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
 

「男
性
が
い
る
と
思
う
と
、
 一
呼
吸

お
く
こ
と
も
多く
な
り
詰
所
の
雰
囲

気
が
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
」
 
「
患
者

移
動
な
ど
の
力
仕
事
を
積
極
的
に
や

っ
て
く
れ
る
の
で
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
た
」
「息
子
の
よ
う
で
可
愛
い
」
 

な
ど
詰
所
の
評
判
は
上
々
で
す
が
、
 

彼
に
と
っ
て
み
れ
ば気
を
使
う
こ
と

も
多
く
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
日
で
は

な
か
ろ
う
か
と
同
情
し
て
い
ま
す
。
 

彼
ヘ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
 
「
職

場
の
皆
が
親
切
に
し
て
く
れ
る
の
で

頑
張
れ
る
。
勉
強
に
な
り
ま
す
」
と

あ
く
ま
で
も
謙
虚
な
態
度
で
臨
ん
で

い
ま
す
。
「
頑張
れ
！
坂
本
く
ん
」
 

一
看
 
護
 
の
 
日
 

五
月
十
二
日
は
 
「
看
護
の
日
」
 
で

す
。
近
代
看
護
を
築
い
た
フ
ロ
ー
レ

ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日

に
ち
な
み
五
月
十
二
日
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
「看
護
の
心
を
み
ん
な
の

こ
こ
ろ
に
」
 
がメ
イ
ン
テ
ー
マ
で
す
。
 

「看
護
の
日
」
は
、
市
民
・
有
職

者
に
よ
る
「
看
護
の
日
の
制
定
を
願

う
会
」
の
運
動
を
き
っ
か
け
に
平
成

三
年
に
旧
厚
生
省
に
よ
り
制
定
さ
れ
 

「看
護
の
日
・
看
護
週
間
」
は
今
年

で
十
二
年
目
を
迎
え
、
全
国
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

そ
の
趣
旨
は
「
一
干
一
世
紀
の高

齢
社
会
を
支
え
て
行
く
た
め
に
は
、
 

看
護
の
心
、
ケ
ァ
の
心
、
助
け
合
い

の
心
を
広
く
国
民
が
分
か
ち
合
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
を
、老

若
男
女
を
問
わ
ず
だ
れ
で
も
認
識す

る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
」
と
い
 
 

う
も
の
で
す
。
 

中
央
行
事
に
は
「看
護
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
、全
国
行
事
に
は
 「ふ
れ
あ
い

看
護
体
験
」
、都
道
府
県
独
自
の
行

事
が
あ
り
ま
す
。
日
本
看
護
協
会
公

募
イ
ベ
ン
ト
で
は
市
民
が
「看
護
」
 

と
の
関
わ
り
を
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る

よ
う
「看
護
」
にち
な
む
体
験

・
感

動

・
希望
な
ど
を
詠
ん
だ
俳
句
「
看

護
実
感
十
七
文
字
」
を
公
募
し
て
い

ま
す
。
 

当
院
で
は
今
年
、
五
月
十
二
日
か

ら
十
八
日
ま
で
を
看
護
週
間
と
し
待

合
ホ
ー
ル
自
動
ド
ァ
前
に
盛
花
を
飾

り
、
五
月
十
五
日
に
は
 「ふ
れ
あ
い

看
護
体
験
」
、グ
ッ
ズ
の
配
布
、
入

院
患
者
様
へ
は
手
作
り
カ
ー
ド
を
配

布
い
た
し
ま
す
。
「
ふ
れ
あ
い
看
護

体
験
」
で
は
糖
尿
病
食
を試
食
し
患

者
様
の
心
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
は
、
来
年
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ー
パ
ン
ツ
型
ユ
ニ
ホ
ー
ム
 

看
護
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
ス
カ
ー
ト

と
の
固
定
観念
を
ず
っ
と
持
ち
続
け

て
い
ま
し
た
が
、
当
院
で
も
パ
ン
ツ

式
の
導
入
希
望
が
あ
り
、
他
院
の
状

況
も
み
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、①
患
者
移
動
時

（
ベ

ツ
ト
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
や
車
椅
 
 

子
、
ベ
ッ
ト
上
で
患
者
を
抱
き
か
か

え
る
時
）
、下
着
が
見
え
る
か
と
思

う
と
思
う
よ
う
に
動
け
な
い
。
②
特

浴
時
、
不
便
で
あ
る
。
③
冬
期
間
、
 

特
に
夜
は
寒
い
。
④
冷
え
る
と
ケ
ガ

を
し
た
痕
が
痛
む
な
ど
、
北
国
な
ら

で
は
の
寒
さ
の
問
題
や
介
護
時
の
動

作
制
限
な
ど
機
能
面
の
問
題
が
あ
が

り
ま
し
た
。
院
内
職
員
か
ら
の
応
援

も
あ
り
導
入
に
至
り
ま
し
た
が
、
着

用
し
て
い
る
本
人
か
ら
は
安
心
し
て

看
護
が
で
き
る
と
評
判
で
す
。
 

一
お
 わ
 
り
 
に
 

看
護
部
に
対
し
、
建
設
的
な
ご
意

見
を
述
べ
て
く
だ
さ
る
の
は
と
て
も

嬉
し
く
感
謝
し
ま
す
が
反
面
、
一
方

的
に
感
情
に
ま
か
せ
た
よ
う
な
押
し

付
け
の
意
見
を述
べ
る
方
も
い
ま
す
。
 

話
し
合
い
が
必
要
な
場
合
は
、看
護

部
長
室
ま
で
お
越
し
願
え
れ
ば
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
 

公
立
金
木
病
院
は
、
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭

に
、
看
護
部
職
員
は
「
よ
い
看
護
の

追
求
」
の
た
め
研
修
会
に
参
加
し
 

「看
護
の
心
」
を
根
底
に
精
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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まな 	と 

沢 田 愛斗くん 
(4 月 2 日生） 

櫛 引 偲惟くん 
(3 月30日生） 

白 川 荊恋ちゃん 
(4 月 1 日生） 

元気に育ってね 	 あなたに会えて本当に幸せです 思いやりのある子に育ってね~ 
（両親 文仁・誉子より） 	（両親 嘉人・留美より） 	（両親 隆宏・真実より） 

けいいちろう 

舛甚 圭―郎 
(4月16日生） 

米谷 美穂ちゃん 
(4 月16日生） 

古 川 千 尋ちゃん 
(4 月18日生） 

ん
 

ど
、
 

ノ 
大きくなったらいっぱい遊ぼうね 早く大きくなってね 	 はやく大きくなって、いっしょに 

（姉 綾乃・遥香より） 	（姉 里佳子・佳那子より） あそぼうね 	（姉 知恵より） 

× 	 ノ 

戸
籍
の
窓
 

4月届出分 

お
め

で
と

う
 

大秋佐長小楼

橋村藤内松庭 

」く繁 I号 tI月山さ重信正信永 
c 太 I口」LIロノ八 
だ郎也一男治 

826869 767984 
才才才才才才 

喜嘉金金金喜 
良 	 良 
市瀬木木木市 

広報かなぎ自2) 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
町
民
課

窓
口
に
届
出
の
際
申
し
出
て
下
さ
い
。
 

、
中
伝m
言
被
 

。
届
い
て
い
ま
す
 

●

四
月
二
十
日
 
腕
時
計
（
銀
色
）
 

入
メ
そ
ば
ゃ
前
路
上
 

●

四
月
二
十
四
日
 
音
楽

c
D
 

（
黒色
ケ
ー
ス
に
十
二
枚
）
 

ト
ウ
イ
ン
ク
ル
ハ
ウ
ス
付
近
路
上
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
察
署
落

し
物
係
り
ま
で
 

＠
係
り
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
方
 

は
企
画
観
光
課
ま
で
 

/
 /1 月末現在 前年同月比 

5,599人 △ 107人 

6, 238人 △ 48人 

11,837人 △ 155人 

世帯数 4,046 	△20 
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山
中
 
卿
争

（
孝幸
）
 

櫛

引
 
僻

惟

（
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）
 

前
田
 

荊
沙

（俊
夫
）
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藤
稗

婚
辱

（
太
一
）
 

沢

田
 
灘

平

（文
仁
）
 

白

川
 
和
恋

（
嘉
人）
 金金金喜金金嘉 

良 
木木木市木木瀬 

中
田
 

和
（
紀
人
）
金
 
木

古

川
 
千
尋
（
清
彦
）
喜
良
市

米
谷
 
寿

穏

（
真
一
）
喜
良市

舛
甚
郵

」
扇
（比
呂
俊
）
嘉
 瀬
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
小
野
 哲
哉

（
良格
）
喜
良
市
 

「
山
口
 
裕
子
（
幸
一
）
鶴
田
町
 

（
白
川
 
学

（
博
）
金
 
木
 

「
蝦
名
ち
ほ
み
（
泰治
）
五
所川
原
市
 

（
清
野
 
正
康
（力
雄
）神
奈
川
県
 

「
中
谷
 
理
佳
（
兼
行
）
 

（
工
藤
 
昭
治
（

柳
）
 

「
沢
田
 
祐
香
（
文
雄
）
 

（
神
 
雅
人

（哲
憲
）
 

「
松
橋
 
慶
子

（
春男
）
 

（
岡
田
 敏
伸
（
明
男
）
川
 

「
山
本
理
香
子
（
精
一
）
金
 

お
 
く
 
や
 
み
 

浅

利
 
悦
子
（

4
3才
）
川
 
倉
 

工

藤
 
繁
美

（6
9才
）
川
 
倉
 

米
谷
 

と
し

（8
2才
）
喜
良
市
 

（」
人
口
と
世
帯
ン
 

金川金嘉金柏川

木倉木瀬木村倉 


